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本書は，国際経営を学ぶ学部・大学院生向けに
書かれたテキストだが，類書にはない３つの特徴が
ある。すなわち，第一に，新興市場における事業活
動を意識し，第二に，一人の著者がフィールドワーク
をもとに統一的な視点から論じ，第三に，グローバル
な競争優位の構築に向け新たな知見を提供してい
る点である。

本書第１部（第２～５章）では，海外展開に際し
企業が直面する意思決定（どこに，どの時期，どの
形態で進出するのか，誰とパートナーを組み，いかに
関係を築くのか，また受入国における事業の進展を

マネジメントしつつ，本国や第三国の事業との関係を
いかに築くのか）を整理している。これらの点につ
いて，伝統的な考え方では，すでに本国で優位を築
いた企業を仮定し，優位をどこでどのように発揮すべ
きか，という観点から議論が行われてきた。

しかし，筆者は，新興市場で起きているダイナ
ミックな動きに注目すると，また別の解が見つかると
いう。今日，重要な経営資源は一定地域に偏在
せず，新興市場を含め世界中に分散している。
先進国とは異なる環境のもとで異なるタイプのイノ
ベーションが生まれている。そこで，第２部（第 
６～９章）で，新興市場特有の制度的環境の中でリ
スクを抑え，そこに眠る経営資源を発掘し，グローバ
ルに活用するための新たなビジネスモデルを検討し
ている。

第３部では，一見すると捉えどころのない新興市場
「群」について，主に立地資源と海外子会社が埋
め込まれている制度的環境の観点から，その共通点
と差異点を明らかにしている。冒頭の第９章を理論
的説明に充て，第 10 ～ 14 章でとくに東アジア，南
アジア，アフリカ，イスラム諸国，BOP 市場の特徴に
ついて説明し，第 15 章で新興市場における新たな
タイプのイノベーションを紹介している。コラムも充実
しており，味の素，ユニチャームなど企業の他，国や
産業のケーススタディが含まれている。

筆者は，実務と研究双方の立場から，約 30 年に
わたり新興市場に関わってきた。その成果はすでに

『新興大国ロシアの国際ビジネス』（2011 年国際
ビジネス研究学会賞）に収められているが，こうした
フィールドワークが本書のベースとなっている。併せ
読むことで，より深い知見を得ることができ，新興市
場への挑戦意欲が湧いてくるだろう。近年，若手社
員の海外勤務意欲が低下する中で，本書のようなま
さにフロンティアを探求するテキストは必須で，詳読
に値する。 （かねざき まさき）
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